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　８月27日から29日までの3日間、「第23回えち
ごせきかわ大したもん蛇まつり」が盛大に行われ
ました。 
　29日に行われたメインイベントの「大蛇パレー
ド」には、村民をはじめ、自衛隊新発田駐屯地隊
員や国際ボランティア学生協会の皆さんなど、総
勢約600人の担ぎ手が参加し、まつりを盛り上げ
ました。 
　世界一の大蛇パレードを見ようと集まった約６
千人の観客からは大歓声が沸き上がっていました。 
　猛暑となった今年の夏…担ぎ手の皆さん、関係
者の皆さん、本当にお疲れさまでした。 
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た
  い
 

じゃ 

 

�
蛇
喰
集
落
で
は
、
安
全
祈
願
祭
の
後
に
、 

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ
大
蛇
パ
レ
ー 

　
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▲湯沢観音公園で行われた羽越水害殉難者 
　供養祭のようす。 

▲灯ろう流しには、大勢の方が参加されました。 

�
夜
空
を
彩
っ
た
大
輪
の
花
火
。
荒
川
沿
い
は
見
物 

　
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

�
勇
壮
な
大
蛇
パ
レ
ー
ド
。
観
客
か
ら
歓
声
が
沸
き 

　
上
が
り
ま
し
た
。 
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�
関
川
中
一
年
生
も
大
蛇
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
暑
い
中
ご
く
ろ
う 

　
さ
ま
で
し
た
。 

�
え
ち
ご
せ
き
か
わ
太
鼓
龍
泉
会
に 

　
よ
る
龍
泉
太
鼓
。 

▲恒例の福まき。 
　大したもん蛇まつりを締めくくりました。 

▲「えちご関川踊りた～い」の皆さんによる、 
　よさこいソーラン。まつりを盛り上げました。 

▲熱戦を繰り広げた喜っ喜大会。 
　今大会を制したのは、貝津浩さん（新潟市）でした。 

▲大蛇も今年の猛暑には疲れたことでしょう。 
　とりあえず来年までひと休み。 
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　「
た
だ
い
ま
帰
り
ま
し
た
」―
。 

　
八
月
二
十
七
日
、
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）

百
五
十
一
人
が
、
元
気
良
く
関
川

村
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｖ
Ｕ

Ｓ
Ａ
が
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
に

参
加
し
て
か
ら
今
年
で
七
年
目
。

一
年
目
は
四
十
七
人
だ
っ
た
学
生

も
今
年
は
百
五
十
一
人
と
、
参
加

す
る
学
生
は
年
々
増
え
て
い
て
、

村
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
三
泊
四
日
の
滞
在
と

な
り
ま
し
た
が
、
滞
在
期
間
中
は

地
域
の
茶
の
間
へ
参
加
し
お
年
寄

り
と
交
流
を
深
め
た
り
、
保
育
園

の
草
取
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
関
川
中
三

年
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
普

段
、
大
学
生
と
直
接
話
す
機
会
の

少
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
大
学
生

活
な
ど
興
味
深
く
先
輩
た
ち
の
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
た
ち
は
、

「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
、

村
を
離
れ
ま
し
た
が
、
一
年
後
「
た

だ
い
ま
帰
り
ま
し
た
」
と
元
気
良

く
村
へ
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
は
「
お
帰
り
な

さ
い
」
と
学
生
た
ち
を
迎
え
た
い

で
す
ね
。 

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
） 

村
に
帰
っ
て
き
ま
し
た 

関
川
中
三
年
生
と
の
交
流
会 

　第23回えちごせきかわ大したもん蛇ま

つりに大勢の皆さまからご参加いただきあ

りがとうございました。おかげさまで盛大

なまつりになりました。 

　大蛇の担ぎ手は600人を超えました。村

内では村上信用金庫関川支店、関川中生徒

の団体参加、村外からは、国際ボランティ

ア学生協会 I V U S A、新発田自衛隊、三条

市まつり同好会の方々に加えて、妙高市や

んちゃぼうずの皆さんの初参加もありまし

た。 

　I V U SAの方々は、大蛇担ぎだけでなく、

27日から来村され、草刈り奉仕、そして

村民や中学生との交流も企画されました。 

　見物のお客さま6000人も新記録でしたし、

NHK全国放映もありました。 

　記録的な猛暑のなかで、たいへんごくろ

うさまでした。 

今年もたくさんの 

ご寄付をいただきました 

ありがとうございました 

大
会
会
長
　

平

田

大

六

 

大
し
た
も
ん
蛇 

　
　
ま
つ
り
の
お
礼 

　
太
陽
が
き
ら
め
く
中
八
十
二
・

八
ｍ
の
大
蛇
を
担
ぎ
、
村
を
練
り

歩
く
、
こ
の
「
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
」
と
て
も
熱
く
と
て
も
重
か

っ
た
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
重
さ

一
つ
一
つ
か
ら
こ
の
ま
つ
り
の
伝

統
と
い
う
も
の
を
感
じ
ら
れ
た
気

が
し
ま
す
。
人
生
で
初
め
て
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
の
汗

の
量
。
で
も
自
然
と
と
て
も
す
が

す
が
し
か
っ
た
。
こ
の
ま
つ
り
に

参
加
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

ま
た
担
ぎ
に
行
き
ま
す
。 

　
年
に
１
度
ぐ
ら
い
し
か
帰
っ
て

来
ら
れ
な
い
僕
ら
を
「
お
帰
り
な

さ
い
」
と
迎
え
て
く
れ
る
関
川
村

は
、
僕
ら
学
生
の
ふ
る
さ
と
。
た

と
え
離
れ
て
い
て
も
、
い
つ
も
ふ

る
さ
と
関
川
村
の
こ
と
を
思
い
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
今
年

以
上
の
人
数
で
「
た
だ
い
ま
」
を

言
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
か
ら
の 

　
　
　
　
お

礼 大　津　　亮 
（日本大学　４年） 



6広報せきかわ　2010・10月号 

　
十
月
一
日
か
ら
、
村
商
業
協
同

組
合
（
田
中
義
一
理
事
長
）
で
発

行
し
て
い
る
「
商
品
券
」
と
「
ス

タ
ン
プ
券
（
サ
ー
ビ
ス
券
台
紙
）
」

を
使
っ
て
、
村
の
公
共
料
金
や
村

税
の
支
払
い
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
「
地
元
の
商
店
で
も
っ

と
買
い
物
を
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
同
組
合
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
制
度
化
し
た
も
の
で
す
。 

　
基
本
的
に
公
共
料
金
や
村
税
の

支
払
い
に
は
、
地
方
税
法
や
地
方

自
治
法
上
、
現
金
や
証
券
に
限
ら

れ
て
い
て
、
商
品
券
や
ス
タ
ン
プ

券（
サ
ー
ビ
ス
券
台
紙
）に
よ
る
納

付
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
村
職
員
が
納
入
通
知
書
と
共

に
商
品
券
や
サ
ー
ビ
ス
券
台
紙
を

一
時
預
か
り
、
現
金
と
換
え
る
手

続
き
を
代
行
し
て
納
付
す
る
も
の

で
す
。 

　
村
と
同
組
合
で
は
、
地
元
商
店

の
活
性
化
、
そ
し
て
徴
収
率
の
向

上
や
滞
納
防
止
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
ど
の
よ
う
な
場
合
に
公
共
料

　
金
や
村
税
に
充
て
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
か
？ 

 

Ａ
納
入
者
が
納
入
通
知
書
と
と

　
も
に
、
商
品
券
や
サ
ー
ビ
ス
券

　
台
紙
を
役
場
会
計
窓
口
に
持
参

　
す
る
場
合
を
原
則
と
し
ま
す
。 

　
　
ま
た
、
徴
税
職
員
等
が
戸
別

　
訪
問
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合

　
も
対
象
と
し
ま
す
。 

 

Ｑ
商
品
券
や
ス
タ
ン
プ
券
を
換

　
金
す
る
と
い
く
ら
に
な
り
ま
す

　
か
？ 

 

Ａ
商
品
券
は
額
面
の
金
額
で
換

　
金
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
百
円

　
券
は
換
金
で
き
ま
せ
ん
。 

　
　
ス
タ
ン
プ
券
は
サ
ー
ビ
ス
券

　
台
紙
一
枚
に
三
百
枚
を
貼
付
し

　
た
場
合
で
五
百
円
の
換
金
と
し

　
ま
す
。 

　
　
な
お
、
つ
り
銭
は
出
せ
ま
せ

　
ん
の
で
、
納
付
金
額
を
超
え
る

　
よ
う
な
商
品
券
や
ス
タ
ン
プ
券

　（
サ
ー
ビ
ス
券
台
紙
）は
預
か
る

　
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
利
用
で
き
る
公
共
料
金
は
？ 

 

Ａ
村
営
・
村
有
住
宅
使
用
料
、

　
上
水
道
・
簡
易
水
道
使
用
料
、

　
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
使
用

　
料
、
保
育
料
、
学
童
保
育
料
で

　
す
。 

 

Ｑ
利
用
で
き
る
村
税
等
は
？ 

 

Ａ
村
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

　
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
料
で
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
総
務
課
企
画
財
政
班 

　
　
　
　
　
六
四
―
一
四
七
六 

 
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す 

10
月
１
日
か
ら
か
ら

「
商
品
券
」

商
品
券
」「
ス
タ
ス
タ
ン
プ
ン
プ
券
」
で 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

村
税
村
税
や

公
共
料
金

公
共
料
金
の

支
払
い

支
払
い
が
で
き
ま
す

が
で
き
ま
す 

10
月
１
日
か
ら

「
商
品
券
」「
ス
タ
ン
プ
券
」
で 

　
　
　
　
　
　

村
税
や

公
共
料
金
の

支
払
い
が
で
き
ま
す 

10
月
１
日
か
ら
か
ら

「
商
品
券
」

商
品
券
」「
ス
タ
ス
タ
ン
プ
ン
プ
券
」
で 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

村
税
村
税
や

公
共
料
金

公
共
料
金
の

支
払
い

支
払
い
が
で
き
ま
す

が
で
き
ま
す 

10
月
１
日
か
ら

「
商
品
券
」「
ス
タ
ン
プ
券
」
で 

　
　
　
　
　
　

村
税
や

公
共
料
金
の

支
払
い
が
で
き
ま
す 
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「重複受診」をひかえましょう 

　「重複受診」とは、同じ病気で医療機関をつぎつぎと変更して受診することをいいます。 

　医療機関をお医者さんからの紹介なく変更すると、その都度、初診料がかかり、無駄な医療費が発生

します。また、何度も検査や処置、投薬などを行うことになるので、体にも負担がかかります。 

　日ごろから、自分や家族の健康管理につとめ、何かしらの異変を感じたら、早期に「かかりつけ医」

へ相談・受診することを心がけましょう。 

 

ひんぱんに受診するのはひかえましょう 

　すでにお医者さんから診断を受けて、薬も処方されているのに、その薬を飲み終わる前に心配でまた

受診するなど、特に体調が悪化したのでなければ、お医者さんから指定された日に受診しましょう。 

 

夜間や休日の受診はひかえましょう 

　「昼間、普段の病院は混雑しているから」などという 

理由で夜間や休日に受診するのはやめましょう。 

　本来の診療費のほかに別料金を追加されますし、急病 

の方の治療に支障をきたす恐れがあります。 

　体調が急変したなどのやむを得ない場合を除いては、 

診療時間内に受診しましょう。 

 

Vol .４　上手なお医者さんのかかり方（その２） 

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引

くことがあります。 

　また、休日や夜間に、軽症の患者さんが救急医療を受診すると、緊急

性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたすことがあります。 

　必要なときに、必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機

関の受診や薬局での薬の調剤の際には、以下のことに気をつけましょう。 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 

・・・ 



村
上
警
察
署
管
内
で
交
通
事
故
多
発
！！
 

村
上
警
察
署
管
内
で
交
通
事
故
多
発

村
上
警
察
署
管
内
で
交
通
事
故
多
発
！！
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　昨年同時期に比べ、県内の交通事故

死者数は３人増加し、村上警察署管内

での交通事故発生件数も15件増加して

います。村内でも昨年並みの発生件数

となっていて、村上警察署交通課に村

内で発生した交通事故の特徴を聞きま

した。 

 

【交通事故の傾向】 

□16時～18時の間に交通事故が多発 

□国道113号線での交通事故が多い 

□車両対車両、また、正面衝突・追突
　による事故が増加 

□交差点及びカーブ地点で交通事故が
　多発 

□土・日曜日の週末に交通事故が多発 

□夜間よりも昼間に交通事故が多発 

□乾燥路面での交通事故が多発 

 

 

　これらの傾向を認識し、交通事故を

起こさないよう、遭わないよう安全運

転を心がけましょう。 

　また、村上警察署交通課によると、

依然として飲酒・酒気帯び運転が多い

そうです。飲酒運転は重大な犯罪です。

運転者はもちろん、車や酒の提供者、

同乗者も罰せられます。飲酒運転は絶

対にやめましょう。 

村
上
警
察
署
管
内
で
交
通
事
故
多
発
！！
 

　今年に入り、人身事故が２件、物損事故が

４件発生しています。（昨年は発生件数０で

した） 

　８月14日に発生した大型貨物、普通乗用
車、軽貨物自動車が絡んだ事故では、国道
113号線が４時間近く通行止めとなり、重
傷者もありました。 
　スピードの出し過ぎに注意し、車間距離
を十分にとりましょう。 

◆現在、事故防止対策 

　としてトンネル内に 

　おける路面の改修工 

　事や事故多発地点を 

　示す看板の設置等が 

　検討されています。 

片貝トンネルで交通事故多発 

区分 

県内 

村上管内 

関川村 

6,938 

211 

15

7,419 

196 

16

▲481 

15 

▲1

78 

2 

0

75 

6 

0

3 

▲4 

0

8,533 

283 

22

9,121 

248 

23

▲588 

35 

▲1

発生件数 

本年 前年 増減 

死者数 

本年 前年 増減 

負傷者数 

本年 前年 増減 

村上警察署管内交通事故（人身）発生状況 
　　　　　　　　　　　　　　（平成22年１月１日～９月20日） 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰 

■
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」 

　
　
▽
須
貝
　
康
栄
（
高
田
） 

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

　
協
会
長
表
彰 

　
　
▽
�
橋
　
八
男
（
大
石
） 

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

　
通
安
全
協
会
長
表
彰 

　
　
▽
伊
藤
　
　
修
（
上
関
） 

　
　
▽
近
　
　
良
平
（
大
島
） 

優
秀
運
転
者
表
彰 

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

　
協
会
長
表
彰 

―
50
年
無
事
故
無
違
反
― 

　
　
▽
平
田
勇
四
郎
（
下
関
） 

　
　
▽
渡
辺
　
正
彦
（
大
島
） 

―
40
年
無
事
故
無
違
反
― 

　
　
▽
佐
藤
　
栄
作
（
朴
坂
） 

―
30
年
無
事
故
無
違
反
― 

　
　
▽
山
口
　
章
吾
（
蛇
喰
） 

―
20
年
無
事
故
無
違
反
― 

　
　
▽
新
野
由
美
子
（
片
貝
） 

　
　
▽
畠
山
サ
チ
子
（
高
田
） 

―
５
年
連
続
死
亡
事
故
ゼ
ロ
表
彰
― 

　
　
▽
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部 

　
九
月
二
十
一
日
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
、
交
通
安
全
協
会
関
川

支
部
主
催
の
「
安
全
祈
願
祭
」
が
打
上
の
交
通
安
全
地
蔵
尊
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
当
日
は
、
関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
約
百
人
が
出
席
。
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
交
通
事
故
の
な
い
村
に
と
誓
い
を
新
た
に
し
た
ほ
か
、
交
通
安

全
功
労
者
や
優
秀
運
転
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
＊
敬
称
略 

無事故を願い 

交通安全祈願祭 
交通安全表彰も行われました 

▲交通安全祈願祭のようす 



地上デジタル放送 
中継局が開局します 
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　県内のテレビ放送事業者では、2011年

７月のアナログテレビ放送終了に向けて、

地上デジタルテレビ放送中継局の整備を進

めています。これに伴い、村内でも関川局

（湯沢山）に続き、２局目となる以下の中

継局が開局します。 

　�中継局名 

　　　関川女川中継局 

　�放送区域 

　　　女川地区（一部地域を除く） 

　�試験電波開始日 

　　　９月17日（金） 

　�開局予定日 

　　　11月１日（月） 

 
◇開局までの試験電波期間は、放送機器の

　動作確認などの試験を目的としているた

　め、電波を減力等させる場合があり、映

　像が映らなくなることがあります。 

 

地上デジタル放送に関する問い合わせ先 

　デジサポ新潟　TEL 025－333－0011 

　または 

　総務課企画財政班　TEL 64－1476

地上デジタル放送 
中継局が開局します 

　「地域活性化事業」について、広報せきかわ８月

号で募集のお知らせをしましたが、応募いただいた

事業について、プレゼンテーション（提案計画の説

明）形式による審査会を行います。 

　プレゼンテーションは公開により行われますので、

ぜひ会場へ足を運んで、ユニークな提案や斬新な提

案を聞いてみてはいかがですか。 

 

�日　時 

　　平成22年10月７日（木）　10時00分から 

 

�会　場 

　　村民会館大ホール 

 

�日　程 

　　10時00分　　審査開始 

　　　　　　　　・持ち時間は１申請10分以内 

 

　　14時30分 　　審査終了予定 

　審査の結果は、次回の広報せきかわでお知らせします。 

問い合わせ先 

　総務課企画財政班　TEL 64－１４７６ 

 

九
月
定
例
村
議
会 

報

　

　

告

 

決

算

認

定

 

条

　

　

例

 

補

正

予

算

 

議
会
の
動
き 

　
九
月
定
例
村
議
会
が
九
月
七
日

か
ら
十
六
日
ま
で
、
十
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。 

   

■
平
成
二
十
一
年
度
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告 

＊
―
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
に
伴
い
報
告
す
る
も
の
で
す
。 

▽
実
質
公
債
費
比
率
　
一
五
・
三
％ 

▽
将
来
負
担
比
率
　
六
六
・
六
％ 

   

■
平
成
二
十
一
年
度
関
川
村
各
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定 

＊
―
平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会

計
と
十
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
議
会
の
認

定
を
受
け
る
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
決
算
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
広
報
せ
き
か
わ
十
一

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。 

  

■
村
体
験
滞
在
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

＊
―
光
兎
寮
（
上
野
新
地
内
）
の

使
用
料
金
表
の
う
ち
、
光
熱
水
費

分
に
つ
い
て
、
一
定
の
使
用
量
を

超
え
た
分
を
利
用
者
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

  
■
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
） 

＊
「
ゆ
〜
む
」
の
改
修
事
業
費
、

低
所
得
者
世
帯
へ
の
火
災
報
知
機

無
償
設
置
事
業
費
、
若
者
定
住
促

進
事
業
と
し
て
公
営
住
宅
を
整
備

す
る
た
め
の
用
地
取
得
費
等
、
一

億
七
千
五
百
五
十
万
円
を
計
上
。 

 

■
平
成
二
十
二
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
） 

＊
出
産
一
時
金
の
基
準
額
増
額
な

ど
に
よ
り
、
四
百
十
万
円
を
追
加
。 

 

■
平
成
二
十
二
年
度
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

＊
浄
水
場
（
片
貝
・
沼
地
区
内
）

の
修
繕
費
と
し
て
、
百
四
十
万
円

追
加
。 

キラリと光る 

「地域活性化事
業」 700万円 



「
不
審
者
対
応
訓
練
」

「
不
審
者
対
応
訓
練
」 

「
不
審
者
対
応
訓
練
」

「
不
審
者
対
応
訓
練
」 
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九
月
二
日
、
関
川
小
学
校
で
全

児
童
を
対
象
に
「
不
審
者
対
応
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
村
上
警
察
署
生
活
安

全
課
の
音
田
係
長
と
下
関
交
番
の

渡
邉
所
長
が
講
師
と
し
て
訓
練
に

参
加
。
訓
練
で
は
、
不
審
者
に
襲

わ
れ
た
ら
…
を
想
定
し
て
、
ラ
ン

ド
セ
ル
や
腕
を
つ
か
ま
れ
た
場
合

の
逃
げ
方
等
を
学
び
ま
し
た
。 

　
村
上
警
察
署
の
音
田
係
長
は
「
不

審
者
に
襲
わ
れ
な
く
て
も
、
怪
し

い
な
と
思
っ
た
ら
無
理
し
て
近
づ

か
な
い
こ
と
。
困
っ
た
時
は
恥
ず

か
し
が
ら
ず
、
大
声
を
出
し
て
助

け
を
呼
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
参
加
し
た
村
田
麻
結
さ

ん
（
三
年
・
宮
前
）
は
「
不
審
者

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
つ
か
ま
れ
て
も

外
し
て
逃
げ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
下
関
交
番
の
渡
邉
所
長
は
「
不

審
者
が
小
学
校
付
近
で
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
絶

対
近
づ
か
な
い
で
ほ
し
い
。
不
審

者
は
う
そ
を
つ
い
て
近
づ
い
て
く

る
の
で
、
全
く
知
ら
な
い
人
で
あ

れ
ば
そ
の
場
を
離
れ
た
方
が
良
い
」

と
指
導
し
て
い
ま
し
た
。 

不審者に襲われたら…

関
川
小
学
校
で 

「
不
審
者
対
応
訓
練
」 

　
九
月
八
日
、
関
川
小
学
校
で
シ

ド
ニ
ー
五
輪
水
泳
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

の
中
村
真
衣
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関

川
小
学
校
の
開
校
記
念
行
事
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た

も
の
。
当
日
は
、
児
童
や
保
護
者

な
ど
約
四
百
五
十
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。 

　
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
夢
は
生
き

る
パ
ワ
ー
の
源
」
。
四
歳
か
ら
二

十
七
歳
ま
で
の
二
十
三
年
間
に
わ

た
る
水
泳
人
生
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
を
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
高
校
二
年
生
の
と
き
、
ア
ト
ラ

ン
タ
五
輪
に
出
場
し
、
成
績
は
タ

ッ
チ
の
差
で
惜
し
く
も
四
位
。
自

身
初
め
て
の
五
輪
で
し
た
が
、
楽

し
い
思
い
出
は
残
ら
ず
、
く
や
し

さ
だ
け
が
残
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
く
や
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
努
力

を
重
ね
た
結
果
、
翌
年
、
世

界
最
高
記
録
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
大
学
へ
進
学

し
、
大
学
三
年
生
の
と
き
に

出
場
し
た
シ
ド
ニ
ー
五
輪
百

�
背
泳
ぎ
で
見
事
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
一
位
と
は
わ
ず
か

〇
・
三
秒
差
。
「
金
メ
ダ
ル

を
と
り
た
い
―
」
四
年
後
の

ア
テ
ネ
五
輪
を
目
指
し
、
猛

練
習
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
テ
ネ
五
輪
選
考

会
で
敗
れ
、
夢
は
散
り
ま
し

た
。
半
年
間
、
何
も
す
る
気

が
お
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
と
き
、
テ
レ
ビ
番
組
で
川

口
能
活
さ
ん
（
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
）
が
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い

ま
し
た
。
「
真
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

負
け
は
闘
い
を
や
め
る
こ
と
」
こ

の
言
葉
が
、
中
村
さ
ん
を
奮
い
立

た
せ
、
も
う
一
度
水
泳
選
手
と
し

て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。 

　
中
村
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
ま
し
た
。
「
ど
ん
底
か
ら
這
い

上
が
れ
」
と
…
。
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
て
も
、
立
ち
向
か
っ
て
い
く
生

き
方
や
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
自
分
の
経
験
を
通
し
て
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。 

　
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
い
て
い

た
子
ど
も
た
ち
。
き
っ
と
心
に
響

く
何
か
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
講
演
会
に
参
加
し
て
い
た
渡
邉

一
史
さ
ん
（
下
関
）
は
「
ど
ん
底

か
ら
這
い
上
が
る
根
性
は
今
の
子

ど
も
に
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
夢
を
持
つ
の
は
大
切
な
こ

と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

「
ど
ん
底
か
ら
這
い
上
が
れ
」 
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現
在
改
修
中
の
国
指
定
重
要
文

化
財
「
渡
邉
邸
」
で
は
敷
地
内
に

あ
る
味
噌
蔵
を
利
用
し
、
写
真
展

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渡
辺
家
が
主
催
し
て

い
る
も
の
で
、
写
真
は
同
法
人
の

事
務
局
長
で
あ
り
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
で
も
あ
る
廣
瀬
佳
明
さ
ん
が
撮

影
し
た
も
の
。 

　
「
蔵
と
花
」
と
題
さ
れ
た
写
真

展
に
は
、
主
に
渡
邉
邸
の
庭
園
に

咲
く
色
鮮
や
か
な
花
々
の
写
真
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
廣
瀬
さ
ん
は
「
関
川
村
は
自
然

が
豊
か
で
、
渡
邉
邸
に
も
季
節
ご

と
に
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
く
。
ま

さ
に

”花
園
“
。
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
四
季
折
々
の
花
を
見
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
味
噌
蔵
と
写
真
展
…
意
外

な
組
み
合
わ
せ
で
す
が
、
蔵

に
は
「
味
噌
玉
運
搬
具
」
や

「
味
噌
樽
」
そ
し
て
「
豆
む

し
き
」
な
ど
昔
な
ら
で
は
の

道
具
も
置
か
れ
て
い
て
、
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ

う
な
不
思
議
な
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い

る
写
真
は
季
節
ご
と
に
入
れ

替
わ
り
、
い
つ
も
眺
め
て
い

る
景
色
と
は
一
味
違
っ
た
視

点
で
村
の
四
季
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
味
噌

蔵
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？ 

渡
邉
邸
の
味
噌
蔵
で 

　
「
蔵
と
花
」
写
真
展
を
開
催 

　「まさか、さといもの花が咲いた…」。 

　中束集落に住む中束寅七さん・ウメさん夫妻は

減反田を利用して、さといもの栽培を行っていま

す。さといもを作り始めて30年。さといもの花

が咲いたのは初めてのことでした。 

　今年はさといもを20株植え、８月末頃、その

うちの２株から花が咲きました。茎から伸びてい

る、細長く黄色い花。中束さん夫妻はもちろん、

近所の方たちも大変珍しがっていたそうです。 

「せっかく咲いたのに、２～３日で枯れてしまっ

たので残念です」とウメさん。猛暑の影響だった

のでしょうか…調べたところ、さといもはもとも

と熱帯地方の植物。夏の暑さや日照時間の関係で、

時々咲くことがあるそうです。 

猛暑の影響？ 
さといもの花が咲きました 

第
一
回 

　
七
ケ
谷
ふ
れ
あ
い
運
動
会
が 

　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た 

　
八
月
二
十
二
日
、
七
ケ
谷
ふ
れ

あ
い
自
然
の
家
（
旧
安
角
小
学
校
）

で
、
第
一
回
七
ケ
谷
ふ
れ
あ
い
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
ま
で
は
「
七
ケ
谷
郷
民
運

動
会
」
と
し
て
安
角
小
学
校
の
運

動
会
と
合
同
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
小
学
校
の
統
合
に
よ
っ

て
、
今
年
か
ら
七
ケ
谷
体
育
協
会

（
�
橋
健
太
郎
会
長
）
が
実
施
主

体
と
な
り
「
七
ケ
谷
ふ
れ
あ
い
運

動
会
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、
七
ケ
谷
地
区
の
住
民

約
百
五
十
人
が
参
加
。
競
技
は
白

組
（
金
俣
・
鮖
谷
・
久
保
・
蔵
田

島
）
と
赤
組
（
大
石
・
安
角
・
上

川
口
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
猛
暑
の
中
、
リ
レ
ー
や
タ
イ
ヤ

転
が
し
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
競
技
を
楽
し
み
、
応
援
席
か
ら

は
、
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
選
手
も
、
応
援
の
皆
さ
ん
も
汗

ま
み
れ
に
な
っ
て
の
運
動
会
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 
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みんなできてね！！ 

　　　秋の香りが日一日と濃くなります。朝晩は肌寒いので体調に気を付けてください。図書室には

　　読書用の本だけでなく、趣味や園芸などの本もたくさんありますので、ぜひご利用ください。 

「14ひきのねこのおかいもの」 
たかぎ　あけみ著　Eタ 

「生きてゆく力」 
宮本登美子　著　914ミ 

　きょうは、14ひきのねこがと

ても楽しみにしていたパーティー

の日。朝からお店がたくさんある

遠くの街に買い物に出かけました。 

　移り変わりの速い現代にあって、
著者が「忘れないために」書き残
しておきたいと綴った人々や風物
に関するエッセイを中心に、著者
の普段着の顔が浮かぶ一冊です。 

みんなできてね！！ 

　
九
月
九
日
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）
と
村
主

催
の
「
第
三
十
六
回
高
齢
者
体
育

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
村

民
会
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
村
内
各
地
の
老
人
ク

ラ
ブ
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
約

三
百
五
十
人
が
参
加
。
全
六
種
目

の
競
技
を
各
ク
ラ
ブ
対
抗
で
競
い
、

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。 

　
い
ざ
、
競
技
が
始
ま
る
と
「
高

齢
者
？
」
と
首
を
か
し
げ
る
ほ
ど

の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
続
出
。
会

場
は
笑
い
声
と
歓
声
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

■
大
会
結
果 

▽
優
　
勝
　
川
北
老
人
ク
ラ
ブ 

▽
準
優
勝
　
蛇
喰
・
上
新
保
老
人

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ 

▽
第
３
位
　
平
内
新
長
寿
会 

▽
第
４
位
　
安
角
・
鮖
谷
老
人
ク

　
　
　
　
　
ラ
ブ 

▽
第
５
位
　
大
金
老
人
ク
ラ
ブ 

▽
第
６
位
　
湯
沢
友
愛
会 

2（土）17（日） 

9（土）24（日） 

まだまだ現役！
 

ハッスルプレー続出で大盛り上がり 
～高齢者体育レクリエーション大会～ 



今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
・
・
・

今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
・
・
・ 
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鈴

木

晶

雄
さ
ん 

（
下
関
） 

　９月18日・19日に行われた大蔵神社祭礼で

青年団の一員として祭を盛り上げた鈴木晶雄さ

んに話を聞きました。 

 

―今年の大蔵神社祭礼を振り返ってどうですか？ 

　今年は大蔵神社祭礼の日程も変わり、下関青

年団一同、今まで以上に身を引き締めて行いま

した。無事にケガ・過ちもなく大蔵神社祭礼が

行えたこと、心からお喜び申し上げます。 

　来年もまた大蔵神社祭礼が盛大に行えるよう、

下関青年団一同努めていきたいと思っておりま

す。 

 

―青年団の一員として、今後後輩に伝えていき

　たいことは？ 

　今まで以上に厳しい時代になったとしても、

人との繋がりを大切にして多くの友人を作り大

蔵神社祭礼を大いに盛り上げていってほしいで

す。 

 

―将来の夢を聞かせてください？ 

　私は正看護師になり、看護を必要としている

人たちの支えになれる存在になりたいです。 

　正看護師になるには、これからさらに進学し、

４年間学業とアルバイトに励まないといけませ

ん。道のりは長く険しいですが、後悔のないよ

うに今を良く生きていきたいです。 

 

―これから関川村に望むことは？ 

　時代の変化に順応し、周りのニーズに応えら

れる村づくりをしていってほしいです。 

第
30
回 

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
総
合
体
育
大
会 

　
卓
球
競
技
大
会 

第
18
回

下
越
地
区 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
卓

球

大

会

 

■
期
日
　
８
月
21
日 

■
会
場
　
白
根
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー 

■
成
績 

―
小
学
生
男
子
団
体
戦
― 

▽
第
３
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

■
期
日
　
９
月
５
日  

■
会
場
　
燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー  

■
成
績  

―
小
学
生
男
子
団
体
戦
― 

▽
第
１
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

―
小
学
生
女
子
団
体
戦
― 

▽
第
３
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

―
中
学
生
男
子
団
体
戦
― 

▽
第
３
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

―
小
学
生
男
子
個
人
戦
― 

▽
第
１
位
　
近
　
　
陽
貴 

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
大
島
） 

▽
第
３
位
　
市
井
　
翔
大 

　
　
　
　
　
　
（
５
年
・
山
本
） 

      

■
期
日
　
９
月
11
・
12
日 

■
会
場
　
烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
　
　
　
ラ
ブ
（
栃
木
県
） 

■
成
績 

―
小
学
生
女
子
の
部
― 

▽
第
６
位
　
瀬
賀
　
百
花 

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
下
関
） 

 

タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
カ
ッ
プ 

サ
マ
ー
ゴ
ル
フ
ジ
ュ
ニ
ア 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ 

　
　
全

国

大

会

 

　
八
月
二
十
六
日
、
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
（
伝
信
男
会

長
）
は
、
今
年
二
回
目
の
「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」
を
関
川
中

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
八
月
に
福
井
県
で
行
わ
れ
た
中
学
生
柔
道
・
北
信
越

大
会
で
、
と
も
に
三
位
の
好
成
績
を
あ
げ
た
高
橋
慎
さ
ん
（
三

年
・
大
石
）
と
小
池
一
毅
さ
ん
（
二
年
・
下
関
）
に
、
伝
会
長
か

ら
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
高
橋
さ
ん
は
「
本
当
は
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
高
校
に

行
っ
て
優
勝
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
」
と
、
小

池
さ
ん
は
「
柔
道
で
三
位
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
相
撲
で
頑
張
る
こ
と
に
な
る
の
で
そ
こ
で
優
勝
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
・
・
・ 

橋
さ
ん（
前
列
右
）と
小
池
さ
ん（
前
列
左
） 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
今
年
の
夏
は
例
年
に
比
べ
、
特

別
暑
く
、
熱
中
症
に
な
る
方
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
ま
で
定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
た
の
に
、
暑
く
て
歩
け

な
か
っ
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
村
で
は
「
す
こ
や
か
で
、
い
き

が
い
に
満
ち
た
生
活
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
す
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
平
成
十
七
年
三
月
に
、

村
の
健
康
づ
く
り
計
画
と
し
て
「
健

康
せ
き
か
わ
21
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
で
は
「
栄
養
・
食
生
活
」

「
運
動
」
「
た
ば
こ
」
が
三
本
柱

と
な
っ
て
い
て
、
「
運
動
」
分
野

で
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
楽
し

く
正
し
い
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
か
ら
小
中
学
校
で
は
バ
ス

通
学
に
な
り
、
子
ど
も
の
体
力
づ

く
り
も
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

歩
く
機
会
が
減
っ
た
分
、
子
ど
も

の
頃
は
外
遊
び
を
し
て
体
力
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
村
内
の
六
十
五
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
約
一
五
％
の
方
が
、

十
五
分
間
続
け
て
歩
行
が
で
き
な

い
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま

す
。
介
護
予
防
の
面
か
ら
も
高
齢

者
の
下
肢
筋
力
の
ア
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
楽

し
く
長
く
続
け
ら
れ
る
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。 

　
例
え
ば
、
午
後
三
時
や
夏
休
み

の
ラ
ジ
オ
体
操
は
手
軽
な
運
動
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
親
子
一
緒
に

公
園
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
か
ね
て

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
冬
は
閉
じ
こ

も
ら
ず
に
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で
一

時
間
程
度
歩
い
た
り
す
る
こ
と
も

良
い
運
動
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
健

康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
村
で
は
皆
さ
ん
の
運
動
習
慣
づ

く
り
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

 

　自分の歯で食べ、健康な生活を営ん

でいる高齢者を表彰する平成22年度 

「いきいき人生よい歯のコンクール」

で、村から初めて佐藤忠さん（下関）

が70代の部で奨励賞を受賞しました。

　佐藤さんは日頃から歯の手入れを意

識して行っていて、入れ歯の使用もな

く28本の歯を維持しています。この

コンクールは毎年県主催で開催されて

います。歯に自信のある70代・80代

の皆さん、来年度は大勢の方の参加を

お待ちしています。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
！！
 

健康な生活を送るには 

　　　　　が大切です 「歯」 

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
楽
し
く
正
し
い
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
」

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
楽
し
く
正
し
い
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
」
た
め
に

た
め
に
は
・
・
・
・
・
？
・
？ 

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
楽
し
く
正
し
い
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
」
た
め
に
は
・
・
・
？ 



目
標
は
転
倒
予
防
と
筋
力
ア
ッ
プ
！

目
標
は
転
倒
予
防
と
筋
力
ア
ッ
プ
！ 

湯
沢
湯
沢
・
辰
田
新

辰
田
新
・
上
川
口

上
川
口
・ 

小
和
田

小
和
田
・
内
須
川
で

内
須
川
で 

「
地
域
運
動
教
室
」

地
域
運
動
教
室
」
を 

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す 
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花
火
と
喘
息
に
つ
い
て 

県
立
坂
町
病
院
　
小
児
科
　
今

田

研

生

 

　
今
年
の
夏
は
今
ま
で
に
な
い
程

の
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た
。
一
般

に
今
年
の
よ
う
な
猛
暑
の
夏
は
喘

息
発
作
は
比
較
的
少
な
い
も
の
で

す
が
、
夏
休
み
に
な
る
と
今
ま
で

ず
っ
と
落
ち
着
い
て
い
た
喘
息
の

子
ど
も
が
久
し
ぶ
り
に
発
作
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
子

ど
も
の
家
族
の
方
に
問
診
を
す
る

と
、
発
作
の
前
夜
に
手
持
ち
花
火

で
遊
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
新
潟
県
に
は
花
火
好
き
の
人
が

多
い
よ
う
で
、
夏
に
は
打
ち
上
げ

花
火
の
上
が
る
お
祭
り
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
見
物
を
し
た
こ
と

が
喘
息
発
作
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

花
火
の
煙
に
よ
る
喘
息
は
、
そ
の

程
度
に
個
人
差
が
見
ら
れ
、
硝
煙

に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
微
粒
子

に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
有

無
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
疑
わ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
煙
を
吸
う

機
会
が
あ
る
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
数
日
前

に
楽
し
ん
だ
と
い
う
話
を
聞
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
八

月
十
三
日
夜
か
ら
の
旧
盆
の
こ
ろ

に
は
お
墓
参
り
の
時
の
線
香
の
煙

や
、
帰
省
で
大
勢
の
親
戚
が
集
ま

っ
た
際
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て

喘
息
発
作
を
起
こ
す
子
ど
も
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
夏
に
は
煙
に
関
係

し
て
喘
息
発
作
が
起
き
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
喘
息
の
子

ど
も
た
ち
は
気
道
が
敏
感
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
刺
激
の
強

い
微
粒
子
が
含
ま
れ
た
花
火
の
煙

な
ど
を
吸
い
込
む
と
強
い
咳
込
み

な
ど
が
起
き
や
す
い
の
で
す
。 

　
喘
息
の
子
ど
も
は
煙
の
出
る
レ

ジ
ャ
ー
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
花
火
の

で
き
な
い
夏
休
み
は
、
そ
れ
が
好

き
な
子
ど
も
に
と
っ
て
は
と
て
も

味
気
な
い
寂
し
い
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
他
の
子
ど
も
た
ち
が
し

て
い
る
花
火
を
サ
ッ
シ
を
閉
め
た

室
内
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
の

で
は
、
と
て
も
我
慢
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
風
向
き
を
考
え
て
常
に

風
上
に
い
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
し
て
で
き

る
だ
け
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し

て
花
火
を
楽
し
む
の
が
現
実
的
な

選
択
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
児

科
医
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
、
そ

れ
も
あ
ま
り
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。 

      

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
　
六
二
―
三
一
一
一 

 

◆
運
動
習
慣
調
査
の
結
果
か
ら 

　
昨
年
の
高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
高
齢
者
の
運
動
習
慣
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
（
男
性
百
七
人
・
女

性
百
九
十
一
人
／
計
二
百
九
十
八

人
） 

　
調
査
の
結
果
、
運
動
習
慣
の
あ

る
人
は
男
性
四
一
・
七
％
、
女
性

三
三
・
七
％
で
、
週
に
数
回
ラ
ジ

オ
体
操
や
テ
レ
ビ
体
操
を
実
施
し

て
い
る
人
が
多
く
、
中
に
は
毎
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を

実
行
し
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。 

◆
四
人
に
一
人
は
転
倒
骨
折
・
関

　
節
疾
患
…
要
介
護
の
原
因
で
す 

　
一
方
で
、
年
々
足
腰
の
筋
肉
が

衰
え
た
り
、
体
力
が
低
下
す
る
人

も
大
勢
い
ま
す
。
生
活
に
不
自
由

が
出
て
し
ま
っ
た
状
態
を
「
老
年

症
候
群
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
国
の
統
計
を
見
る
と
約
四
人
に

一
人
が
、
こ
う
し
た
骨
折
や
関
節

疾
患
で
歩
行
が
不
自
由
と
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
玄
関
で
転
ん
だ
、
お
風
呂
場

や
廊
下
で
転
ん
だ
と
い
う
話
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
他
人
事
で
は
な

い
の
で
す
。 

◆
高
齢
期
だ
か
ら
こ
そ
運
動
を
！ 

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
垂
水

の
里
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

理
学
療
法
士
の
協
力
を
得
て
筋
力

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
体
操
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
『
背

筋
が
伸
び
て
身
体
が
し
ゃ
ん
と
し

た
』
『
台
所
に
立
つ
の
が
億
劫
で

な
く
な
っ
た
』
な
ど
の
嬉
し
い
声

が
聴
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
ボ
ー
ル
や
セ
ラ
バ
ン

ド（
ゴ
ム
バ
ン
ド
）を
使
っ
て
筋
肉

や
骨
の
衰
え
防
止
を
目
的
と
し
た

運
動
教
室
を
、
地
域
で
開
催
し
た

い
と
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

毎
月
一
回
地
域
の
運
動
教
室
に
通

う
の
が
楽
し
い
、
元
気
が
出
て
き

た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
地

域
の
人
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

目
標
は
転
倒
予
防
と
筋
力
ア
ッ
プ
！ 

湯
沢
・
辰
田
新
・
上
川
口
・ 

小
和
田
・
内
須
川
で 

「
地
域
運
動
教
室
」
を 

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

お
っ
く
う 
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村
の
消
防
団
員
二
百
五
十
八
人
が
一
堂
に
会
し
た
秋
季
消
防
演

習
と
定
例
表
彰
式
が
、
九
月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
消
防
演
習
で
は
、
非
常
召
集
訓
練
で
各
分
団
が
一
斉
に
放
水
を

行
っ
た
ほ
か
、
人
員
・
姿
勢
・
服
装
・
機
械
器
具
の
点
検
を
実
施
。 

　
ま
た
、
定
例
表
彰
式
で
は
、
優
良
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
な
ど

六
十
一
人
に
県
知
事
や
県
消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
、
ま
た
、
一
定

期
間
以
上
勤
続
し
た
優
良
団
員
四
十
一
人
に
村
長
や
団
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

《
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
》 

―
精
績
章
― 

小
池
　
稔
（
前
副
団
長
・
下
関
） 

 《
県
知
事
表
彰
》 

―
功
績
章
― 

河
内
　
政
彦
（
③
・
上
野
山
） 

大
島
　
　
聡
（
④
・
上
野
新
） 

富
樫
　
一
男
（
⑤
・
下
土
沢
） 

 《
県
消
防
協
会
長
表
彰
》 

―
功
績
章
― 

伊
藤
　
　
賢
（
①
・
下
　
関
） 

八
幡
　
　
勉
（
⑥
・
八
ツ
口
） 

�
橋
　
　
勝
（
⑦
・
大
　
石
） 

 《
県
知
事
と
県
消
防
協
会
長
、 

　
　
　
　
　
　
関
川
村
長
表
彰
》 

―
精
勤
賞
・
功
労
賞 

　
　
　
　（
30
年
以
上
勤
続
）― 

丹
内
　
龍
司
（
⑥
・
金
　
丸
） 

伊
藤
　
春
雄
（
⑥
・
聞
　
出
） 

横
山
　
和
夫
（
⑦
・
蔵
田
島
） 

 《
県
知
事
と
県
消
防
協
会
長
表
彰
》 

―
精
勤
章（
20
年
以
上
勤
続
）― 

渡
邉
　
　
保
（
②
・
上
　
関
） 

�
橋
　
数
文
（
④
・
蛇
　
喰
） 

加
藤
　
耕
栄
（
⑦
・
鮖
　
谷
） 

渡
邉
　
克
英
（
②
・
上
　
関
） 

渡
邉
　
利
彦
（
②
・
上
　
関
） 

池
田
　
　
進
（
②
・
下
川
口
） 

平
田
　
一
司
（
③
・
滝
　
原
） 

平
田
　
寛
光
（
③
・
小
　
見
） 

�
橋
　
雅
人
（
④
・
蛇
　
喰
） 

平
田
　
　
浩
（
④
・
上
野
新
） 

伊
藤
　
浩
昭
（
⑥
・
聞
　
出
） 

佐
藤
　
久
志
（
⑦
・
安
　
角
） 

加
藤
　
清
弥
（
⑦
・
鮖
　
谷
） 

 《
県
消
防
協
会
長
表
彰
》 

―
精
勤
章（
10
年
以
上
勤
続
）― 

新
野
太
一
郎
（
⑥
・
金
　
丸
） 

松
田
　
晃
太
（
①
・
下
　
関
） 

船
山
　
　
豊
（
①
・
勝
　
蔵
） 

加
藤
　
貴
光
（
①
・
内
須
川
） 

平
田
　
勝
彦
（
③
・
　
桂
　
） 

横
山
　
友
幸
（
⑦
・
久
　
保
） 

�
橋
　
　
猛
（
⑦
・
金
　
俣
） 

小
池
　
宏
昌
（
①
・
上
　
関
） 

伊
藤
　
雅
博
（
①
・
下
　
関
） 

渡
邉
　
一
也
（
①
・
打
　
上
） 

新
野
　
竜
之
（
①
・
南
赤
谷
） 

近
　
　
和
則
（
①
・
辰
田
新
） 

渡
辺
　
真
一
（
②
・
上
　
関
） 

五
十
嵐
義
和
（
②
・
湯
　
沢
） 

石
山
隆
一
郎
（
②
・
上
　
関
） 

渡
邉
　
　
悠
（
②
・
上
　
関
） 

須
貝
　
博
喜
（
③
・
高
　
田
） 

須
貝
　
和
幸
（
③
・
高
　
田
） 

須
貝
　
吉
衛
（
③
・
　
桂
　) 

手
塚
　
眞
幸
（
④
・
上
野
新
） 

小
路
　
　
勉
（
④
・
深
　
沢
） 

近
　
　
　
豊
（
⑤
・
大
　
島
） 

山
口
　
　
誠
（
⑤
・
上
土
沢
） 

大
沼
　
建
吾
（
⑤
・
上
土
沢
） 

 《
県
消
防
協
会
岩
船
地
区 

　
　
　
　
　
　
　
支
会
長
表
彰
》 

―
功
績
章
― 

松
田
　
雅
人
（
①
・
下
　
関
） 

船
山
　
　
勝
（
①
・
打
　
上
） 

遠
藤
　
信
一
（
②
・
高
　
瀬
） 

津
野
　
　
隆
（
④
・
宮
　
前
） 

新
野
太
一
郎
（
⑥
・
金
　
丸
） 

菅
原
　
　
健
（
⑥
・
片
　
貝
） 

加
藤
　
耕
栄
（
⑦
・
鮖
　
谷
） 

河
内
　
一
栄
（
⑦
・
大
　
石
） 

 

―
23
年
以
上
勤
続
団
員
の
家
族
― 

渡
辺
　
綾
子
（
上
　
関
） 

山
口
　
直
美
（
上
土
沢
） 

田
村
　
泰
子
（
下
土
沢
） 

八
幡
　
優
子
（
八
ツ
口
） 

横
山
　
由
架
（
上
新
保
） 

小
島
　
カ
ツ
（
下
土
沢
） 

駒
沢
　
美
紀
（
鍬
江
沢
） 

伊
藤
ト
メ
エ
（
　
沼
　
） 

平成22年度 

秋季消防演習・定例表彰式 

優
良
消
防
団
員
表
彰 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
数
字
は
分
団
名
。
敬
称
略
。 
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随
想
リ
レ
ー 

79

相馬和憲 先生 
（関川中学校　１年担任） 

11月１日号は、関川小学校の青野兼太郎先生に 

バトンタッチ！ 

　
突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
食
わ
ず
嫌
い

に
し
て
い
る
食
べ
物
は
あ
り
ま
す
か
？
某
テ

レ
ビ
番
組
で
も
「
食
わ
ず
嫌
い
王
決
定
戦
！
」

な
ん
て
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
く
ら
い
で
す

か
ら
、
誰
に
で
も
一
つ
く
ら
い
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
実
は
私
も
、
最
近
ま
で
「
す
じ
こ
」
と
い

う
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
食
べ
物
を
見
た
目
で
判
断
す
る
と
い
う

の
も
、
も
の
す
ご
く
悪
い
気
が
す
る
の
で
す

が
、
な
ん
だ
か
血
が
に
じ
ん
で
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
…
食
べ
る
気
が
全
く
し
な
く
て
、

三
十
数
年
間
、
避
け
続
け
て
き
た
食
べ
物
で

し
た
。 

　
し
か
し
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
「
す
じ

こ
」
を
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お

に
ぎ
り
に
入
っ
て
い
た
「
す
じ
こ
」
を
食
べ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
う
、
お
に
ぎ
り
の

中
身
が
何
か
分
か
ら
ず
に
食
べ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
…
。 

　
中
身
が
「
す
じ
こ
」
だ
と
分
か
っ
た
時
に

は
「
あ
っ
！
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と

び
っ
く
り
！
そ
れ
が
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
う
考
え
る
と
、
食
わ
ず
嫌
い
に
し
て
い

た
こ
と
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
見
た
目
だ
け
で
判
断
し
て
し
ま
っ
た

り
、
自
分
に
は
無
理
だ
と
勝
手
に
思
い
こ
ん

だ
り
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
っ
て
食
べ

物
に
限
ら
ず
意
外
と
あ
る
も
の
で
す
。 

　
だ
か
ら
こ
そ
、
勇
気
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

《
村
長
表
彰
》 

―
平
成
21
年
度
退
職
者
― 

　
　
　
　
　（
10
年
以
上
勤
続
） 

小
池
　
　
稔
（
副
団
長
・
下
関
） 

船
山
　
竹
彦
（
①
・
打
　
上
） 

相
馬
　
公
洋
（
①
・
下
　
関
） 

山
口
　
忠
裕
（
①
・
辰
田
新
） 

渡
辺
　
和
明
（
②
・
上
　
関
） 

堀
　
　
晶
雄
（
②
・
　
沢
　
） 

平
田
　
正
和
（
③
・
滝
　
原
） 

渡
辺
　
和
雄
（
④
・
宮
　
前
） 

伊
藤
　
　
守
（
④
・
南
　
中
） 

駒
沢
　
　
茂
（
⑤
・
鍬
江
沢
） 

近
　
　
英
夫
（
⑤
・
幾
　
地
） 

新
野
　
君
雄
（
⑥
・
金
　
丸
） 

 

―
勤
続
章
― 

　
　
　
　
　（
25
年
以
上
勤
続
） 

新
野
　
　
清
（
⑥
・
片
　
貝
） 

  《
村
消
防
団
長
表
彰
》 

―
勤
労
章
― 

東
　
　
圭
一
（
①
・
下
　
関
） 

松
田
　
晃
太
（
①
・
下
　
関
） 

船
山
　
　
豊
（
①
・
勝
　
蔵
） 

平
田
　
和
幸
（
①
・
辰
田
新
） 

斎
藤
　
好
雄
（
①
・
南
赤
谷
） 

加
藤
　
貴
光
（
①
・
内
須
川
） 

佐
藤
　
貴
雄
（
②
・
湯
　
沢
） 

中
村
　
　
篤
（
②
・
高
　
瀬
） 

渡
邉
　
貴
裕
（
④
・
小
和
田
） 

新
野
　
康
弘
（
⑥
・
金
　
丸
） 

八
幡
　
忠
隆
（
⑥
・
片
　
貝
） 

河
内
　
一
雄
（
⑦
・
大
　
石
） 

須
貝
　
誠
二
（
③
・
下
　
関
） 

山
口
　
征
樹
（
④
・
蛇
　
喰
） 

近
　
　
利
行
（
⑤
・
大
　
島
） 

須
貝
　
博
毅
（
⑤
・
大
　
島
） 

阿
部
　
隆
之
（
⑤
・
大
　
島
） 

傳
　
　
崇
宏
（
⑤
・
大
　
島
） 

駒
沢
　
勝
則
（
⑤
・
鍬
江
沢
） 

 

―
勤
続
章
― 

　
　
　
　
　（
15
年
以
上
勤
続
） 

遠
藤
　
信
一
（
②
・
高
　
瀬) 

平
田
　
　
稔
（
③
・
松
　
平
） 

横
山
　
芳
則
（
④
・
若
　
山
） 

沢
田
　
　
浩
（
⑤
・
大
　
島
） 

井
上
　
　
昇
（
⑤
・
上
土
沢
） 

八
幡
　
忠
隆
（
⑥
・
片
　
貝
） 

松
田
　
敏
幸
（
①
・
下
　
関
） 

須
貝
　
誠
二
（
③
・
下
　
関
） 

山
口
　
征
樹
（
④
・
蛇
　
喰
） 

鈴
木
　
克
巳
（
④
・
南
　
中
） 

伊
藤
　
正
志
（
④
・
南
　
中
） 

近
　
　
利
行
（
⑤
・
大
　
島
） 

須
貝
　
博
毅
（
⑤
・
大
　
島
） 

阿
部
　
隆
之
（
⑤
・
大
　
島
） 

傳
　
　
崇
宏
（
⑤
・
大
　
島
） 

駒
沢
　
清
人
（
⑤
・
鍬
江
沢
） 

駒
沢
　
勝
則
（
⑤
・
鍬
江
沢
） 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・人参　130g　　・卵　２個　　・砂糖　60g 

・サラダ油　50g　　・薄力粉　120g　 

・ベーキングパウダー　小さじ１と1/2 

・シナモンパウダー　小さじ1/2 

 

キャロットケーキ 
　キャロットケーキにはビタミンＡがたっぷり詰ま

っていて、人参が苦手なお子さんでも、おいしくい

ただくことができます。 

　おやつにどうですか？ 

 

① ボウルに卵を割り、砂糖・サラダ油を入れ泡だて

　  器でよく混ぜる。 

② 薄力粉・ベーキングパウダー・シナモンパウダー

　 を振り入れて、ゴムベラでさっくりと混ぜ、その

　  後、すりおろした人参を入れて再度混ぜる。 

③ 型に流し入れ、170℃のオーブンで20～25分焼く。 

 

※シナモンパウダーは香り付けなので、なければ入

　れなくても良い。バウンド型だと30～40分位かかる。 

 

79 （10個分） 

猛
暑
と
て
季
節
は
秋
よ
と
「
コ
ス
モ
ス
」
の
　
　

須
貝
　
恵
美 

花
愛
し
か
り
休
耕
田
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

繙
け
ば
古
語
の
言
葉
に
暑
る
と
あ
り
暑
る
　
　
　

小
池
　
啓
子 

苦
し
み
術
な
く
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

遠
花
火
突
如
と
上
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

夜
空
を
彩
り
後
の
静
寂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

時
折
に
激
し
く
雨
の
降
る
夜
は
鳴
く
虫
の
声
　
　

渡
辺
千
恵
子 

ひ
と
し
お
寂
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

猛
暑
に
も
耐
え
て
咲
き
つ
ぐ
昼
顔
は
　
　
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

千
草
に
絡
む
秋
の
道
の
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

短

　

歌 

ひ
も
と 

あ
つ 

あ
つ 
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猫
ち
ぐ
ら
を
考
案
し
関
川
村
の
代

表
的
な
特
産
品
に
育
て
た
本
間
重
治

は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

関
川
村
小
見
前
新
田
に
本
間
平
吉
の

三
男
と
し
て
生
れ
た
。 

　
女
川
村
立
川
北
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
。
高
等
科
在
学
中
は
勉
学
に

励
む
だ
け
で
な
く
、
村
上
で
開
催
さ

れ
た
岩
船
郡
の
弁
論
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
積
極
的
に
活
躍
し
た
。 

　
戦
前
は
日
立
製
作
所
に
勤
務
し
て

い
た
が
終
戦
後
帰
省
し
、
昭
和
二
十

五
年
頃
か
ら
下
関
の
渡
�
邸
に
勤
務
。 

　
歴
代
の
番
頭
の
も
と
で
外
ま
わ
り

の
仕
事
を
担
当
。
庭
木
の
剪
定
な
ど

庭
園
の
手
入
、
冬
囲
い
、
雪
下
し
な

ど
の
ほ
か
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家
畜

の
世
話
、
ま
た
農
地
解
放
後
僅
か
に

残
っ
た
田
畑
の
耕
作
ま
で
万
事
本
間

重
治
の
手
の
か
か
ら
な
い
も
の
は
な

か
っ
た
。
真
面
目
で
仕
事
熱
心
で
あ

っ
た
の
で
当
主
の
信
用
は
絶
大
で
あ

っ
た
。
終
戦
後
渡
�
家
の
難
局
を
陰

で
支
え
た
本
間
重
治
の
功
績
は
大
き

い
。 

　
渡
�
家
十
一
代
当
主
渡
辺
万
寿
太

郎
夫
人
光
江
は
大
の
猫
好
き
で
あ
っ

た
。
手
先
が
器
用
で
ワ
ラ
仕
事
も
達

人
の
域
に
達
し
て
い
た
本
間
重
治
は

子
供
の
頃
父
親
が
炉
辺
で
作
っ
て
い

た
猫
ち
ぐ
ら
を
思
い
出
し
、
昭
和
五

十
五
年
頃
、
工
夫
を
重
ね
て
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
長
い
ワ
ラ
二
十
把
を
使

用
し
て
猫
ち
ぐ
ら
を
作
り
上
げ
た
。

こ
の
猫
ち
ぐ
ら
が
渡
�
邸
の
囲
炉

裏
の
そ
ば
に
置
か
れ
て
い
た
。 

　
昭
和
五
十
七
年
二
月
、
た
ま
た

ま
観
光
バ
ス
で
東
京
か
ら
渡
�
邸

を
見
学
に
訪
れ
た
観
光
客
の
中
に
、

東
京
渋
谷
区
の
猫
専
門
店
「
ね
こ

ま
」
の
お
上
が
い
た
。
お
上
は
猫

ち
ぐ
ら
を
見
て
大
い
に
感
動
し
て
是

非
一
個
作
っ
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

本
間
重
治
は
快
諾
し
て
、
後
日
念
入

り
に
仕
上
げ
て
送
り
届
け
た
。
こ
れ

が
特
注
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。
丁
度

こ
の
頃
村
主
催
の
物
産
展
に
出
品
し

た
と
こ
ろ
大
評
判
と
な
り
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
に
紹
介
さ
れ
全
国

的
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
注
文
が
殺

到
し
た
。 

　
こ
の
た
め
村
当
局
も
生
産
態
勢
の

拡
大
や
技
術
の
習
得
・
向
上
に
の
り

出
し
、
本
間
重
治
を
講
師
と
し
て
講

習
会
を
開
催
し
た
。
昭
和
五
十
七
年

頃
よ
り
本
間
重
治
を
中
心
と
し
て
有

志
に
よ
り
「
猫
ち
ぐ
ら
の
会
」
が
結

成
さ
れ
活
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

会
員
や
受
注
数
の
増
加
に
よ
り
会
の

内
容
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

昭
和
六
十
年
会
則
を
定
め
て
、
任
意

団
体
「
関
川
村
猫
ち
ぐ
ら
の
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。
以
後
年
々
製
作
技
術

が
向
上
し
、
形
の
整
っ
た
誠
に
美
し

く
芸
術
品
の
よ
う
な
猫
ち
ぐ
ら
が
製

作
さ
れ
て
い
る
。
猫
ち
ぐ
ら
を
考
案

し
、
村
の
代
表
的
特
産
品
に
育
て
た

本
間
重
治
の
功
績
は
大
き
い
。
後
継

者
の
育
成
に
努
め
、
八
十
歳
代
ま
で

作
り
続
け
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十

六
日
九
十
四
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

○
本
間
家
の
系
図 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
男 

　
先
祖
…
平
吉
―
重
治 

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
孝
　
次
　
孝
之 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
峰
」「
釦
」「
雑
詠
」 

再
入
院
猛
暑
知
ら
ず
の
病
棟
よ
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

食
事
前
そ
っ
と
釦
を
緩
め
て
る
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

舞
茸
山
父
は
あ
の
峯
マ
ー
ク
す
る
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

若
い
け
ど
釦
気
に
入
り
買
い
求
め
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

甲
子
園
若
さ
の
パ
ワ
ー
腰
が
伸
び
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

竹
落
葉
掃
き
た
る
墓
地
の
そ
の
後
に
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

お
盆
過
ぎ
早
秋
の
色
身
に
ま
と
う
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

炎
天
下
秋
の
気
配
や
す
す
き
の
穂
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

信
号
を
待
つ
一
時
や
涼
風
に
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

サ
ル
ビ
ア
の
花
文
字
走
る
通
過
駅
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

関

川

俳

句

の

会

作

品
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79

ツルソバ 

　ツルソバはタデ科の多年生つる草で、日本南部
～沖縄、中国、インドなどに分布し８～９月に円
すい状に白色の小花をつけます。ソバに似ている
つる性植物なのでツルソバと呼ばれていますが、
実はソバ粉に使用しません。一般的に栽培してい
るのは、ヒマラヤ原産で９～10月頃ピンク色の
花を咲かせるヒメツルソバです。性質が丈夫なの
で明治時代にロックガーデン用に導入され、グラ
ンドカバーとして用いられています。コンクリー
ト階段のすき間に広がって繁殖して
いる様は、この花の丈夫さを物語っ
ています。 
栽培方法　非常に強健種で繁殖力も
旺盛なので、栽培に特別注意する必
要はありません。ヒマラヤ原産です
が、冬季に降霜すると地上部が枯死
するので、一見枯れてしまったと勘
違いしますが、よほど凍結しない限
り翌年に新芽が成長しますので、鉢
から捨てないように注意してくださ
い。増殖は種子や株分け、挿し木と
どれも容易です。１株で直径50㎝
くらいの大株になるので、地面いっ
ぱいに広がったヒメツルソバを観賞
してみたいものですね。 
◆六聖園（富樫幸子・上関） 

芹　華ちゃん（10歳） 

愛里菜ちゃん（５歳） 

せり　　　 か 

 あ 　 り 　 な  

　お姉の芹華は、５年生。関川小学校にも慣れ、新しい友達もいっぱ

いできて、楽しい毎日を送っています！妹の愛里菜も、毎朝、寝坊助

との戦いがあり、仲間（？）のじィやに励まされ、頑張って元気に保育

園に通っています！いつも、ケンカばかりの二人だけど、思いやりを

忘れずに、ずーっと素直な娘でいてネッ！！ 

●８月16日～９月15日までの届出● 

平成22年８月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,052世帯（－３） 
総 人 口　　6,689 人（－23） 
　 男 　　　3,189 人（－12） 
　 女 　　　3,500 人（－11） 

転入　７人　　転出　21 人 

出生　２人　　死亡　11 人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

伊藤　勝雄　さん　　69歳　　下　関 

前田ハルヱ　さん　　85歳　　上野原 

中束　スヱ　さん　　90歳　　中　束 

近　　リク　さん　　91歳　　下　関 

伊藤　シゲ　さん　　91歳　　南　中 

渡�喜惣左ェ門 さん　　89歳　　小和田 

お誕生おめでとうございます 

菅沼裕介さん　ミミ子さん（中束） 

ひなたちゃん（女）　　沢 
　　　　　　河内孝文・香さん 

陸　叶ちゃん（男）　深　沢 
　　　　　　余語寛之・理枝さん 

 

りく　　 と 

�今年の夏は記録的な猛暑となり、９月

になっても暑い日が続きました。最近よ

うやく涼しくなり、過ごしやすくなりま

したね。外に出れば稲刈り、保育園では

運動会…と秋本番を迎えようとしていま

す。秋と言えば…スポーツの秋、食欲の

秋、読書の秋。みなさんは何をして過ご

しますか？ 

やっぱり、外で過ごすのが一番気持ち良

いのかなぁ。　　　　　　　　　（あ） 

　　近　　　祐　希　さん　高　田 

（池　田）　さつき　さん（村上市） 

こ 


